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第２号様式 

令和元年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課： 福祉部 子育て支援課 

施 設 名 しおさい児童館 

指 定 管理 者名 社会福祉法人 常光会 

指 定 期 間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

開館日数 290 293  

登録利用児童数 5,429 5,780  

任意児童利用数 24 77  

一般利用人数 23 53  

合計 5,476 5,910  

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額千円 

指定管理料 9,959 人件費   9,065 

利用料金 1,152 維持管理費 1,632 

その他１（障害児受入） 1,566 事業費 1,441 

その他２ 219 その他 0 

合計（①） 12,896 合計（②） 12,138 

  収支差額（①－②） 758 

 

３．総合評価に対するコメント 

 

 

指定管理者 

 

 

管理面においては開館日、開館時間は遵守されており、かつ閉館時間について

は保護者の都合により多少遅れることはあっても柔軟に対応している。また、職員

については外部研修には積極的に参加する等により職員全体のスキルアップに努

めている。処遇については児童館の設置趣旨に則り、児童のストレスが最小となる

よう努めている。また法人の特性を活用した施設の高齢者との交流や、同一法人

運営の児童館児童との交流を行い情操教育に努めている。また感染症について

は、法人委員会活動や空気清浄機の設置により発生及びまん延の防止に努めて

いる。 

 

 

施設担当課 

 

 

児童館の設置目的に沿った適切な運営がされております。 

令和２年３月の新型コロナウイルス感染症拡大防止の為の学校休業による、全

日指導についても、三密回避や、消毒などの対応も適切に実施し、予防を徹底して

いただきました。 

 法人の特性を活かした高齢者との交流は、核家族化が進む社会において、子供

達だけに留まらず、高齢者の方々にも楽しみの一つとなっていることと思います。 
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職員について外部研修に参加する等によりスキルアップに努めていただいている

ことから、これからも、児童の安全で安心な居場所づくりの充実を期待します。 

 

４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 S S 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 A A 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 A A 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 A S 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 S S 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 A A 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 S S 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 S S 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 A A 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 A A 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 S S 

外部委託の内容は適切であるか。 S S 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 A S 

修繕は適切に行われているか。 A A 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 S S 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 S S 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 S S 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 S S 

総合評価 A S 

 

※総括評価シート区分 

①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等の沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 
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アンケート調査実施報告書（令和元年１２月実施） 

 

施 設 名 しおさい児童館 

指 定 管理 者名 社会福祉法人 常光会 

 

調査実施期間    １２月 １日 ～ １２月１０日 （１０日間） 

調 査 方 法 
施設利用者にアンケート用紙を渡し、回収箱に投函してもらう 

調査項目等 別紙のとおり 

調 査 結 果 別紙のとおり 

 

 

 
アンケート調査における総合コメント 

 種々の行事を行うことにより、児童館の利用を楽しんでもらっていることがわかった。 

 一方、一部の保護者に災害時対応の内容の周知が不十分であることや、苦情・相談についても、言

いやすい雰囲気ではないことがわかった。また、職員の目の届かないところでトラブルが発生してい

ることがわかった。 

 

 

今後の取組みや改善に向けた考え方 

 ・災害時にどのように対応するか、保護者に十分な周知をおこなう。 

 ・苦情・相談が言いやすくなるよう、保護者との関係づくりに努める。 

 ・子ども同士のトラブルについて、目配り・気配りに努める。 
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第２号様式 

令和元年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課： 福祉部 子育て支援課 

施 設 名 織笠児童館 

指 定 管理 者名 社会福祉法人 常光会 

指 定 期 間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

開館日数 290 293  

登録利用児童数 11,179 14,759 新型コロナ流行による 

任意児童利用数 28 35  

一般利用人数 52 71  

合計 11,259 14,865  

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額（千円） 

指定管理料 9,276 人件費 10,665 

利用料金 2,385 維持管理費 1,875 

その他１（障害児受入） 1,566 事業費 1,866 

その他２ 583 その他 0 

合計（①） 13,810 合計（②） 14,406 

  収支差額（①－②） △596 

 

３．総合評価に対するコメント 

 

 

指定管理者 

 

 

管理面においては開館日、開館時間は遵守されており、かつ閉館時間について

は保護者の都合により多少遅れることはあっても柔軟に対応している。また、職員

については外部研修には積極的に参加する等により職員全体のスキルアップに努

めている。処遇については児童館の設置趣旨に則り、児童のストレスが最小となる

よう努めている。また法人の特性を活用した施設の高齢者との交流や、同一法人

運営の児童館児童との交流を行い情操教育に努めている。また感染症について

は、法人委員会活動や空気清浄機の設置により発生及びまん延の防止に努めて

いる。 

 

 

施設担当課 

 

 

児童館の設置目的に沿った適切な運営がされております。 

令和２年３月の新型コロナウイルス感染症拡大防止の為の学校休業による、全

日指導についても、三密回避や、消毒などの対応も適切に実施し、予防を徹底して

いただきました。 

 法人の特性を活かした高齢者との交流は、核家族化が進む社会において、子供

達だけに留まらず、高齢者の方々にも楽しみの一つとなっていることと思います。 
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職員について外部研修に参加する等によりスキルアップに努めていただいているこ

とから、これからも、児童の安全で安心な居場所づくりの充実を期待します。 

 

４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 Ｓ Ｓ 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 Ａ Ａ 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 Ａ Ａ 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 Ａ Ｓ 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 Ｓ Ｓ 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 Ａ Ｓ 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 Ｓ Ｓ 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 Ｓ Ｓ 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 Ａ Ａ 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 Ｓ Ａ 

外部委託の内容は適切であるか。 Ｓ Ｓ 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 Ａ Ｓ 

修繕は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 Ａ Ａ 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 Ａ Ｓ 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 Ｓ Ｓ 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 Ｓ Ｓ 

総合評価 Ａ Ｓ 

 

※総括評価シート区分 

①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等の沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 
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アンケート調査実施報告書（令和元年１１月実施） 

 

施 設 名 織笠児童館 

指 定 管理 者名 社会福祉法人 常光会 

 

調査実施期間   １１月２８日 ～ １２月９日 （１２日間） 

調 査 方 法 
アンケート用紙を配布して、箱に入れてもらい回収。 

調査項目等 別紙のとおり 

調 査 結 果 別紙のとおり 

 

 

 
アンケート調査における総合コメント 

 児童館を子供たちが楽しく過ごせる場所と、肯定的に捉えていただいている中で、クラブ活動は特

に評価いただいている。 

 一方で、トラブル対応や苦情を言いやすい雰囲気、災害時の対応については、適切な対応であると

の評価が十分ではなかった。また、災害時対応については、一部保護者に十分な周知がなされていな

いことがわかった。 

 

今後の取組みや改善に向けた考え方 

保護者とは比較的良好な関係が保たれているが、良好な雰囲気作りに向けて向上に努める。 

災害対策については、継続して保護者への理解の促進に努める。 

 


